消滅時効援用通知書
平成　　年　　月　　日
被通知人
東京都□□区　　　　－　　－
株式会社

代表取締役  　　　　　　　殿

  通知人

  住所
○○県××町△－△－△
  氏名
甲野　一郎
本通知書作成代理人

〒１６２－０８２２

東京都新宿区下宮比町２－２８

飯田橋ハイタウン９３１

飯田橋総合行政書士事務所

TEL:０３－５２０６－７７７３

行政書士　小竹　広光

冠省

　早速ですが、貴社に対し、行政書士法第１条の３第２項に基づき、書類作成代理人として下記の通り通告致します。

通知人は、貴社より、株式会社○○○○（以下「譲渡人」という）から貴社へ債権譲渡された旨の平成○○年○○月○○日付通知を受領し、貴社より譲受債権の請求を受けておりますが、通知人が譲渡人より借り受けた金員は最終弁済期日より既に５年以上が経過しており、既に時効により消滅しております。
　よって本件貸付金につきましては消滅時効を援用致しますので、今後は通知人への請求は一切行わないで下さい。
　なお、もし貴社において時効中断処置を講じているとの主張をされるのであれば、その旨を証拠資料とともに、書面にてご回答頂けるよう、お願いします。

草々
